
大阪中之島美術館



会 社 概 要

運営会社 株式会社大阪中之島ミュージアム

本社所在地  大阪市北区中之島四丁目３番１号

創 業  2020年4月1日

開 館  2022年2月2日

資本金  1,500万円

売上高        9億2800万円（2024年3月実績）

従業員数  24人（2024年3月末現在）



THE  ASAHI BUILDING
ひと。とし。くらし。

－ ミライへつながる企業であるために －

株式会社朝日ビルディング



会 社 概 要

本社所在地  大阪市北区中之島二丁目３番１８号

拠点  札幌 東京 名古屋 京都 大阪 神戸 九州

事業内容  オフィスビル管理

 商業施設運営

ホール運営 

創 業  1929年8月3日（創業92年）

設 立  2018年10月1日（グループ再編による）

資本金  9,000万円

売上高        38億5700万円（2024年3月実績）

従業員数  107人



フェスティバルホール

▲ レリーフ「牧神、音楽を楽しむの図」

一回り大きく再制作され、旧ホールと同

じ南側壁面に復活！

▲ 旧ホールの“天から音が降り注ぐ”音響設計と、

2,700席の客席を継承した新生・フェスティバルホール。



関連会社

・株式会社朝日エアポートサービス
→ エアポートサービス（免税店・カフェ・ラウンジ等展開）

  ハイウェイサービス（サービスエリア：西宮名塩・岸和田・京橋）
  フードサービス（ケータリング・カフェ・コンビニ運営）

・株式会社宮本商行
  
→ 貴金属及び各種美術品並びに⼯芸品の製作販売

  （銀製品、ゴルフ場関係の用品・備品、カーペット、家具、食品など）

・株式会社大阪中之島ミュージアム

→ 大阪中之島美術館の運営



朝日ビルディングと美術の関わり合い



大正時代の中之島
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1940年 美術部開設

1929年(昭和4年)年8月3日、朝日新聞社が創刊50周年を記念して
中之島に建設した「大阪朝日ビル」を運営するために設立された。

新聞発行業の基盤のひとつである社屋管理・運営を社外に切り
出すと共に、余剰スペースを賃貸に振替えて新たな収益源とする
ビジネスモデルを具現化した試みであった。

1940年に大阪朝日ビル5階に「美術部」を開設。翌年には、
同ビル内で常設の画廊を開き一部茶室をおき人気を集めた。

日本画、洋画のほか彫刻、⼯芸品なども常時陳列し、1941年
（S16年）には、わが国一流の画家に依頼した力作により、
第1回長陽美術展を開き、終戦後の1948（S23年）末に閉館
するまでしばしば展覧会を開いた。



1931年に完成した大阪朝日ビルは、オフィス機能だけではなく、塔屋に我が国最初の航空灯台、屋上にアイススケート場（夏

場にはプールに変身）、最上階10階に飲食店（レストラン・アラスカ、和食料理店本みやけ）、2階に商業施設（ショッピング
街）、地下1階に大食堂を擁し、この他「朝日ビル・クラブ」を設け、囲碁、将棋、マージャン、玉突き、運動室やシャワー室まで
完備し、当時としてはかなり先進的なビルとして誕生した。

1931年 大阪朝日ビル
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朝日会館
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フェスティバルシティ



2017年 中之島ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾀﾜｰｳｴｽﾄ

中之島フェスティバルタワー：2012年完成

オフィス、商業、音楽ホール（フェスティバルホール）

カンファレンス（宴会場・会議室）

中之島フェスティバルタワー・ウエスト：2017年完成

ラグジュアリーホテル、オフィス、商業、美術館

カンファレンス（多目的ホール・会議室）

2017年6月 「コンラッド大阪」オープン

2018年3月 「中之島香雪美術館」開館



大阪中之島美術館運営事業について



【新事業】大阪中之島美術館

2022年2月2日に開館

美術館の建物・設備管理
併設する屋外広場や店舗など
サービス施設の運営管理
展覧会の運営・広報などにも
携わっている。

2020年4月1日に朝日ビル100％子会社

「大阪中之島ミュージアム社」設立。

日本初の運営権受託により、

同社が美術館の運営業務を行う。



【新事業】大阪中之島美術館

 事業方式について

• 本事業はPFI法における公共施設等運営事業（コン
セッション方式）であり、開館準備業務は業務委
託、施設管理運営事業が運営権事業となっていま
す。

• 施設管理運営業務は収支の不足分をサービス対価
として受領する混合型の事業となっています。

     機構職員の出向について

• 事業に関連する職員（館長・学芸員）を機構から
事業者に出向することになっており、出向職員の
人件費は機構から支給されます。
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【新事業】大阪中之島美術館



検討から応募に至るまでについて



受託以前の経緯（1）

・元々大阪中之島美術館のPFIは、建築と運営一体で検討されて

 いたようで、ゼネコンから朝日新聞社に打診があった。

・2018年にうめきたナレッジサロンで菅谷館長の講演会があり

 偶然話を聞いた時には、すでにプロポーザル参加候補会社に

 サウンディングが行われていた。

・その後、朝日ビルディングの社長と専務が改めて菅谷館長に

 話を聞きに行った際に「各社の反応が良いので、仮にプロ

 ポーザルに参加されても厳しいのでは？」という反応だった。



受託以前の経緯（2）

・2019年4月に朝日新聞社のグループ企業再編に伴う資産集約が

あり、朝日ビルディングはオーナー兼PM会社からPM会社に

生まれ変わった。

そこで今まで以上に「人財育成」に力を入れることになった。

・ちょうどそのタイミングで大阪中之島美術館のPFI案件に巡り

合ったため、新規事業へのチャレンジに伴う社員教育・モチ

ベーション向上等を目的にプロポーザルの準備に取り組んだ。



初のPFI事業への参画の検討や合意形成

・立地  ：中之島

・DNA   ：過去に美術部があり画廊を開設

 展覧会開催実績

・文化芸術 ：フェスティバルホール運営実績

・ｻｰﾋﾞｽ施設：中之島のツインタワーで商業店舗

 リーシング・管理実績（50店舗）

新規事業へのチャレンジ

社員モチベーション向上



初のPFI事業への参画の判断

専門チームのない企業に
とっては時間的に厳しい
印象。



運営開始後



運営の成果（1）

・民間活力の活用の効果を求められたもの



運営の成果（2）

・自主事業としてユニークべニューに注力
例：高級外車の展示販売会

高級ファッションブランドのファッションショー・

展示販売会

結婚式

企業や領事館主催のパーティー など



運営の体制
【当初社員構成】

出向者（大阪市博物館機構）：館長  1名

学芸員 10名

出向者（応募企業） ：事業課   4名

SPCプロパー社員 ：事業課   4名

計：19名（※別途アルバイト数名）

・企画展：年間8本

（季節毎に5階と4階の展示室で開催）

・ユニークべニュー好調

（立地・建物デザイン・希少価値など）

上記の２点に加え、美術館としては

日本初のPFI事業で前例なし（不慣れ）

→ マンパワー不足！

結果、追加でプロパー社員を４名採用

学芸員も1名増員 社員計24名



運営のポイントや課題



良好な運営が行えているポイント

・単独事業者による運営＝迅速な意思決定

・機構との情報共有のための会議体等の創設

※運営協議部会：月1回 運営協議会：年2回 等

結果、迅速な課題の共有による設備の見直しやサービスの

向上につながっている。→ 契約の見直しへ



課題（1）

・公の施設ではないがホール利用に上限あり

 → 上限規定改定予定

・客層はどんな人？

→ 富裕層から一般市民まで様々

※公設民営 PFI事業 ターゲット

・周辺料金の相場は？

→ 民間や公共施設など ※参考資料



※周辺施設資料



課題（2）

・小修繕の範囲は民間事業者の負担

・一方で、小修繕の範囲とは？？

※建物・設備の所有者はあくまでも機構

我々はあくまでも運営事業者

→ 負担区分の線引きが論点になる



課題（3）

・物価スライドの中身

・美術館にとって重要な項目とは

→ 建物修繕費（負担区分や限度額など）



まとめ



反省点・良かった点

「反省点」

・競争的対話で契約書の解約条項や修繕費負担区分等について

 大阪市およびコンサル会社と協議したが、運営開始後に契約

 先である大阪市博物館機構との見解の相違が発覚した。

「良かった点」

・大阪市博物館機構の真鍋理事長（民間出身）が「美術館では

 日本初のPFI（コンセッション方式）案件を成功させるため

 には双方がWin-Winでなければ長続きしない」との考え方で

 対話を重視し、契約見直しに柔軟な姿勢を示して頂いたこと。



最後に

・現在我々が取り組んでいるの契約見直しは、今後続くと

 思われる美術館や博物館のPFI案件の貴重な参考事例に

 なると確信しています。

ご清聴ありがとうございました
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